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夏×instagram
今話題の「インスタジェニック」になって夏をインスタグラムと共に精一杯満喫しよう！
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レシピ(約20人分)
スイカ 1玉

フルーツ缶詰 2缶
白玉粉 200g

ココナッツミルク250ml
(砂糖 大さじ3)
サイダー 500ml

フルーツ缶詰のシロップ お好みで
 

みんなで使おう、2階キッチン！
生活窓口で事前予約（申請）すれば自由に使えます。

後片付けもしっかりしようね！

開室時間
月～土 17:00～22:00
日・祝日 9:00～17:00

もう7月、気温は高く試験は近く、うだるようなことも多
いのではないでしょうか。そんな皆さんにおすすめしたい

のが、「スイカの白玉フルーツポンチ」
涼しげ、簡単、おいしい、フォトジェニックの4拍子そろ
った、まさに夏にぴったりのデザートです。先日、2階共
用キッチンで作ったときの模様をお伝えします！

[皆で作るフルーツポンチ]
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インスタジェニックなあなたのための

Instagenic スポット特集！
ここでは、インスタジェニック=インスタグラムにアップすると写真映えする写真を撮るための場所、すなわちインスタ

ジェニックスポットを紹介。もちろん写真映えする場所はほかにもあるので、自分だけのインスタジェニックスポットを

見つけよう。
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HOW TO 
INSTAGENIC?
インスタグラム上級者に聞いてみた
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鈴木武志 519B 

Instagram: project.op�cs
Type of photos: Portrait and Street
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『文化のトビラ』
Feature

KOREA

『韓国の⾷事』について
今回は韓国料理についてのお話しです。お話をしてくれたのは、９階に住んでいるイムヨンジ
ちゃん。もうすぐ夏ということで、夏に韓国で⾷べる料理についてお話を聞きました。まず、
冷麺(Nangmyeon)です。冷麺には2つ種類があって、真っ⾚な⾟そうな汁と、普通の⾒た目の
汁があるそう。真っ⾚な⽅は、⾒た目とは裏腹に全く⾟くなく、むしろ⽢いそうです。韓国で
は冷たいものを⾷べると⾎液循環が悪くなると⾔われてるそうで、夏でも熱い⾷べ物を⾷べる
そう。冷たい⾷べ物は珍しいのかも？
次に紹介するのは、韓国で流⾏っているJUICYというジュース屋さん。⽇本では果物は⾼いで
すよね。やはり韓国でも⾼いそうですが、このフルーツジュース屋は⽇本でいうLサイズくら
いのフルーツジュースが150円程度で楽しめるそうです！しかも味はフルーツそのものだそ
う。なぜこんなに安いのかという疑問もありますが、韓国に訪れた際に⼀度⾜を運んでみて
は？
最後は普段の⾷⽣活について。韓国ではやはりお⾁が⼈気だそうです。豚⾁にコチュジャンと
いう⾟いソースを付けたり、⼿⽻先も⼈気だそうです。味噌汁は少々異なるよう。具は家庭に
よって異なるそうですが、⽇本の様に野菜は⼊れず、⾖を⼊れるそうです。
すぐお隣の国とはいえ、やはり違うことがたくさん。最近では⽇本国内に韓国料理屋さんも多
く、⾝近にはなっているので、なじみのある⼈も多いかもしれません。韓国料理が気になる⼈
は、ぜひともすぐ近くに住む韓国⼈の⽅に話を聞いてみてはいかがでしょうか？

『韓国の学校⽣活』について

六階の住⺠、朴ヘチャンくんにも話を聞きました。こちらはち
ょっと違う視点から。韓国の学校⽣活についてです。まず特筆
すべきは勉強時間の⻑さです。朝7時半に登校して授業が午後6
時まで続き、そしてその後10時までが⾃習時間だそうです。⾃
習時間というと⾃由参加のイメージですが、なんと強制参加。
10になって下校時間となります。ただし、全員がその時間に下
校するわけではありません。その後も成績上位者のための特別
クラスなどもあり、ヘチャン君の場合は、普段の帰宅時間が深
夜の12時から1時になったそうです。
もちろん、休憩時間もあるそう。昼休憩や夜の休憩はしっかり
と時間が確保されていて、その時間にはみんな遊んだり、運動
したり、寝たり…と、思い思いに過ごします。中にはその時間
ですら図書館にこもって勉強する猛者もいるらしいですよ…
ちなみにこの学校⽣活へのヘチャン君のコメントは意外と記者
と似ていて、「早く学校を終わらせたかった」と⼀⾔。「コマ
数が多すぎるのと、⾃習時間は⾃由参加にするべきだ」とのこ
と。みなさんの意⾒にも近いですよね、きっと。
国が違えば学校⽣活もずいぶん様⼦が違うようです。

text: Gaku Terashima, Risa Sunami


